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ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
で

　
　
　
　
三
重
四
重
の
輪
が
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駕
講
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反

お
盆
は
、
賑
わ
い
ま
し
た
ノ

◆
ユ
ウ
・
遊
・
盆
踊
り

　
お
盆
の
八
月
十
四
日
、
十
五
日
に
「
ユ
ウ
・
遊
・
盆
踊
り
」
が
ユ
ー

モ
ー
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
五
日
は
、
盆
踊
り
に
は
初
め
て

の
試
み
と
し
て
総
合
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
ま
で
の
間
、

民
謡
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
民
謡
流
し
に
は
、
約
三
百
人
も
の
浴
衣

姿
の
人
が
参
加
し
、
「
中
里
音
頭
」
と
「
妻
有
盆
唄
」
の
曲
に
あ
わ
せ
踊

り
、
沿
道
に
は
多
く
の
観
客
が
あ
つ
ま
っ
て
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
謡
流
し
の
後
は
、
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
で
「
ハ
ァ
ー
こ
の

チ
ョ
の
若
い
シ
ョ
は
…
…
♪
」
の
「
か
ら
す
踊
り
」
や
「
の
ら
三
階
節
」

な
ど
が
三
重
四
重
の
輪
を
つ
く
り
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り

　
十
五
日
の
清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り
に
は
、
約
五
百
人
も
の
人

で
賑
わ
い
、
雪
の
滑
り
台
や
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
等
の
各
種
ゲ
ー
ム
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
名
物
と
な
っ
た
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
ど
り
に
は
、
大
勢
の
人
が

参
加
し
、
先
に
子
供
が
池
の
中
に
入
り
、
後
で
大
人
が
入
る
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。
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九
月
劇
日
魏
侮
国
保
の

保
険
証
鰯
変
翻
難
蒙
す

　
今
ま
で
の
保
険
証
（
ク
リ
ー
ム

色
）
は
、
八
月
三
十
『
日
を
も
っ

て
有
効
期
限
が
き
れ
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
凸
八
月
の
下

旬
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
旧
保
険

証
と
引
換
え
に
お
届
け
い
た
し
ま

す
。　

新
し
い
保
険
証
の
交
付
を
受
け

ま
し
た
ら
氏
名
等
内
容
を
確
か
め
、

す
ぐ
に
受
診
し
て
“
る
病
院
等
の

窓
口
へ
提
出
し
確
認
を
受
け
て
下

さ
い
。

　
ま
た
、
学
生
等
で
別
に
保
険
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
も
家
族
の
方
か
ら
連
絡
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
更
新
の
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

平
成
六
年
度
全
国
消
費

　
実
態
調
査
に
ご
協
カ
サ
1

　
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
カ

月
間
に
わ
た
り
、
山
崎
、
宮
中
、

本
屋
敷
に
お
い
て
平
成
六
年
度
全

国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮
し
向

き
を
、
家
計
の
所
得
、
消
費
、
資

産
の
三
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
の
世

帯
か
ら
統
計
的
な
方
法
に
基
づ
い

て
抽
出
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
統
計
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
各
種
社
会
・
経
済
施
策

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
内
容
は
、
主
に
家
計
簿

を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
伺
い
ま

し
た
ら
ど
う
ぞ
調
査
に
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
柄
を
統

計
を
作
成
す
る
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
安
心
し

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

引
慧
揚
購
考
鋤

　
　
　
　
　
霧
黎
誰
旗
、

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た

方
々
が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に

預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
心
当

た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
、
次
の

も
の
で
す
。

◇
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の

税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど
。

◇
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど

の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
合

せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど
う

か
不
明
で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
上
陸
港
が
新
潟
以
外
の

方
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部

門
　
〒
9
5
0
　
新
潟
市
竜
が
島

一
i
五
－
四
　
新
潟
港
湾
合
同
庁

舎
内
　
盈
0
2
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4
4
1
9

つ
」
－
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4

繹
、
鍵
湖
羅
鑓

自
治
弐
臣
執
②
提
案

　
　
7
ア
ッ
タ
ス
設
置

　
自
治
省
で
は
、
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
か
ら
地
方
公
共
団
体
の
地
方

自
治
に
関
す
る
制
度
を
は
じ
め
、

地
方
税
、
選
挙
制
度
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
に
向
け
た
地
域
活
性
化
な

ど
、
地
方
行
政
に
対
す
る
自
治
大

臣
へ
の
積
極
的
な
提
言
を
い
た
だ

く
た
め
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
提
言
の
中
で
具
体

的
提
言
を
含
む
も
の
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
治
省
で
検
討
を
行
い
、

行
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
国
民
か
ら
の
意
見
を
直
接
聴
く

試
み
は
、
国
民
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
意
義
深
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
積
極
的
な
提
言
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

　
0
3
1
3
5
8
1
1
6
9
8
7

・
受
付
時
間

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

　
（
土
、
日
、
祭
日
を
除
く
）

　
で
き
れ
ば
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
ご
記
入
下
さ
い
。

・
お
問
合
せ
先

　
自
治
大
臣
官
房
広
報
室
広
報
係

盈
0
3
1
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9

県
立
魚
沼
．
撰
撫
魏
菰
汐
ー
ル

　
　
生
徒
纂
繋

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
平

成
七
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

・
募
集
訓
練
科
、
定
員
、
期
間

　
電
気
施
設
科
　
一
五
名
，
一
年

　
建
築
科
二
五
名
二
年

　
左
官
科
二
〇
名
二
年

・
応
募
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
以
上
（
平
成
七

　
年
度
三
月
卒
業
予
定
者
も
含
む
）

・
願
書
受
付
期
間

　
9
月
1
3
日
か
ら
1
0
月
4
日
ま
で

・
選
考
日
時

　
1
0
月
2
0
日
　
午
前
9
時
か
ら

・
お
問
合
せ
先

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
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九
月
九
目
ぽ

　
　
　
　
　
救
急
⑦
日

◆
す
ぐ
行
き
ま
す

　
万
一
の
事
故
や
急
病
に
備
え
、

消
防
署
の
救
急
隊
員
は
日
夜
待
機

し
て
お
り
ま
す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
次
の

こ
と
を
あ
わ
て
ず
は
っ
・
き
り
伝
え

ま
し
よ
う
。

　
・
救
急
事
故
な
ど
の
発
生
場
所

　
　
と
目
標

2

あ



、　織

交通規制石行わ撮≧す
　道路改善工事のため、次のところが交通規制となります。

L
・
路
線
名
　 主要地方道小千谷十日町津南線

・工事箇所　中里村堀之内地内

・交通規制　車輔全面通行止

・規制期間　8月22日（月）～8月31日休）まで

　　　　※一般車輔及びバスは、村道下村線が迂回路となります。

　
・
け
が
人
や
病
人
の
現
在
の
容

　
　
体
、
意
識
や
呼
吸
の
有
無
な

　
　
ど

　
そ
し
て
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン

が
聞
こ
え
た
ら
外
に
出
て
傷
病
者

の
い
る
場
所
へ
案
内
し
て
下
さ
い
。

◆
で
も
救
え
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
ま
ず
あ
な
た

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

せ
め
て
初
歩
的
に
で
も
応
救
処
置

が
さ
れ
て
い
た
ら
、
も
っ
と
多
く

●一般会計

　　十日町地域広域事務組合

平成5年度決算状況の報告
（単位：万円）

歳　　　入 歳　　　出

分担金及び負担金 100，354 議　　　会　　　費 68
使用料及び手数料 127 総　　　務　　　費 1，444
国　庫　支　出　金 1，957 哨消　　　防　　　費 102，723
財　　産　　収　　入 2 （1）常備消防費 73，717

寄　　　付　　　金 14 （2〉非常備消防費 15，581

繰　　　越　　　金 2，903 （3）消防施設費 13，425

諸　　　収　　　入 3，357 公　　　債　　　費 4，033
組　　　合　　　費 3，220

合　　　計 11！，934 合　　　計 108，268
・歳入歳出差引額　3，666万円

構成市町村の支出した広域事務組合の負担金の内訳

市町村名 十日町市 川西町 津南町 中里村 合　　計

負担金額 49，633 16，976 22，816 一10，929 100，354

（単位二件）

消防本部・署・所の市町村別火災等災害出動状況

　災害種別

市町村名

火　　災
救助活動

風水家等

の災害

火災の誤
報いたず
ら等

合　　計
建物等 林　野 小　計

十日町市 18 3 21 28 12 61
川　西　町 3 3 9 8 20
津　南　町 5 5 6 4 15
中　里　村 2 2 3 5
圏　域　外 1 1
合　　計 28 3 31 47 24 102

消防本部・署・所の市町村別救急出動状況

市町村名 十日町市 川西町 津南町 中里村 圏域外 合　　計

出動回数 751 173 231 73 21 1，249

●特別会計 （単位：万円）

歳　　　入 歳　　　出 差　引　額

総合福祉センター 1，525 1，424 101
と　　　蓄　　　場 3，765 3，432 333

の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
、
後
遺

症
も
軽
く
て
す
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
救
急
講
習
会
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

初
期
消
化
訓
練
嚇

　
　
　
　
　
行
わ
職
奮
す

　
こ
の
訓
練
は
、
災
害
対
策
基
本

法
及
び
中
里
村
地
域
防
災
計
画
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
災
害
時
に

お
け
る
防
災
活
動
の
う
ち
、
火
災

発
生
時
の
初
期
消
化
活
動
に
重
点

を
置
き
、
住
民
の
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
例
年
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
中
里
村
消
防
団

秋
季
演
習
に
併
せ
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
初
期
消
化
を
直
接
、
　
一
般
住
民

の
方
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
き
、
初

期
消
化
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
の
で
是
非
、
ご
参
加
下

さ
い
。

・
日
時
　
9
月
4
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
2
0
分
か
ら
午

　
　
　
　
前
9
時
50
分

・
会
場
　
田
沢
小
学
校
グ
一
フ
ン
ド

　砂

、継

・
訓
練
項
目

天
ぷ
ら
油
の
消
化
訓
練

灯
油
の
消
化
訓
練
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　　8目25日～9月11日
暮らしのカレンダー

25休）

26㈹
3歳児健診　倉保健センター　（D13：00～13：30受付

心配ごと相談（山本ケン）　合デイサービスセンター

㊦13二30～16：00

27ω

28（日）

29㈲

30㈹

31㈲

1休） 三種混合　合保健センター　㊦14：00～15：00受付

2㈹
乳児健診　合保健センター　（D！3二〇〇～13：30受付

心配ごと相談（藤田義一）　合デイサービスセンター

㊤13：30～16：00

3ω

4（日） 中里村消防団秋季演習　合田沢小学校グランド　∈）8：00～

中里村初期消化訓練　合田沢小学校グランド　（D9：20～

5（月）

6㈹ アトピー性疾患相談　合十日町保健所　（D13：30～14：30受付

7㈱

8休）

9樹

胃がん・大腸がん検診　合重地構造改善センター

（D8：00～10：00受付

胃がん・大腸がん検診　合倉俣集落開発センター

（D8：00～10：00受付

心配ごと相談（山田虎一）　合デイサービスセンター

Ol3：30～16：00

10ω

11（日）

難．醸璽播難灘撃騰鷺警懸驚離

『灘醗贈馨慧縫麺・藁

㊧山・医院隔讐1
②至誠堂医院禅省謂

②上村繊響重糊
⑳第二藤巻医院響西奮

⑳津南病院簾南柵

　
　
　
　
　

　
　

　

　
日
日
日
日

日
1
1
5
1

替
彫
彫
即
廓

振
侶
侶
侶
侶

と税
納
税
税
金
料

の
　
　
年

　
民
保
　
育

月
　
　
民

今
村
国
国
保

　
■
　
■
　
■
　
■

　広域圏イベンド情報

◆川西町

o上野しちんちまつり

期日　8月26日～27日（土・日）

場所　川西町上野

内容　26日　こどもみこし

　　　　　30回記念仮装大会
　　　　　30回記念歌謡ショー

　　27日　こどもみこし
　　　　　芸能発表会
　　　　　大河ドラマニ節黒城風雲録二

　　　　　こども宝くじ
問合せ先　川西町教育委員会　費68－2167

◆津南町

o大割野熊野三社まつり
期日　8月26日～27日（土・日）

場所　津南町大割野

内容　26日　こども・大人みこし

　　　　　大花火大会
　　27日　女みこし
　　　　　からす踊り大会
o彼岸市

期日　9月22日～24日（木・金・土）

場所　津南町大割野・病院通り

内容　メインは23日の秋分の日。病院通り

　　　に数々の露店が立ち並び、こどもか

　　　ら大人までたくさんの人でにぎわい

　　　ます。

問合せ先　津南町観光協会　盈65　3111

◆松代町

oしちんち祭

期日　8月26日～27日（土・日）
場所　松代町本通り

内容　26日　三社中（上町、中町、新町）

　　　　　により前夜祭
　　　　　青年みこし・め組（女衆）み

　　　　　こし
　　　　　民謡流し
　　27日　三社巾合同みこし
問合せ先　松代町役場　盈02559－7　2220
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